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⽬的 有限の⼤きさをもつ固体粒⼦による壁乱流の変調機構を明らかにする。

内容 今年度は、各⾼さの乱流渦の変調の様⼦に着⽬し、粒⼦による壁乱流の

低減の物理機構を明らかにした。

結果 壁乱流中の各⾼さには、異なる旋回時間を

もった渦が存在する。添加した粒⼦の緩和時

間が、これらの渦の旋回時間よりも⻑ければ、

その⾼さの乱流運動エネルギーが低減する。
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